
永

岩植
木
武
雄

．
 

．
 
」
議
会

U
華
一

田

薬

夫

．

岡

選
出
の
監
査
雰
員
紀
、
今

が
選
任
せ
ら
れ
た
。

中
居
喜
代
光

中
野
中
居
喜

議
長

永
田

0
山
口
清
政

丸

の

る

八

開
ぎ
、
次
の
よ
う

っ
た
。

西
宮

産
業
◎
畦
田
和
弘 実

和

文
化
◎
堀
川
史
朗

岡
村
利

夫

今

会

の

成

福丸植員
はの

次選 ％挙〇議よ比百同
の挙 上は｀員うしし二

音武方で 昇九九選にてた十
当々 と四九挙な特が五

一澄雄で選 な‘％はりに‘日）l

＾ ＾ ＾すさ っ九上‘定投今匹町挙
楊上中°れ・ヤニ昇八し票回そ
鹿 たお％‘/．、た率のれ
生野野 町 りで町‘°が選ぞ
ッ息ッ 隅 花‘議ー上挙れ
......．令• ―̀,．．̀................, ..............・・・疇．，．．．．．．．．．．．． 9 9 •,. ，．, 

山山

村

o
o
 
り

i-、[[ 
9

五
月
二
十
八
日

＂

午

後

一

時

＼

時

i

町

公

談

宰

.—-‘ 
[

日

談

ぉ

せ

る

西山畦永和岩中岡中堀

宮口田田気田居村野川田岡田

和茂不横喜利

二太代
実政弘喜夫郎光

r ̂ ＾  ^  ＾ ＾ ＾ 免広嘉中下影小
野居

犀常城谷
ッッッツ川

ヽ
.．．．．.．’'”..,.”̀ 9 • • ・,  

い 氏会協れ円森田と福ヨさ

るの福議突也く静金祉さ哀
0 細祉会しをらさ弐事んに

のでた社れん万業に亡
だは°会たは円のおく
‘ 福香御也たくな
こ 祉典尊をめららの

い効れ 協を父叉役れれ

だにを 議同団中立たた

＼＾使基 会じ三津て香御太
と用金 へ＜郎部て典母郎
し加 寄金さ落下を堂さ
つ‘え 附亨んのさ社ミん
て両社 さ万に宮い会ズは
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史仁安莫

一朗之盛夫

^ ＾ ^ ＾ 瓜下中
生鹿郷
野野
川ッツ
ヽ

男

発行

肱川町
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,・ 2 8 

し課

20号

4 5 

石
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だた玄行しな
さ°続政出問国
い気し＾相る題や

°餌ヤ談制を
る次員度相

のはと談の

方‘しし行
が本ヤた政
年屑り上

出命もか‘の
かさ昨れ意い
けれ年て見ろ
て花にいをい

くしひる申ろ

1會

さい。

（例〕（1) 死亡 (2) 

(3) 転出 (4) 転入

(5） 転居 (6) 

の保除に加入した時，

(7) 会社等を退職して

俣除が衣れた時

眸匠会社の保険に加入

2. 

しており花す特別の保除

畜Fにつl^ て遠くの学校へ

就職している人や下宿し

す通学している人は印か

して申し出て下

保除詞を交付し充

ナ。叉出稼ぎ’などで家を

離れる人も特別保険証が

空付され安すので申し出

マ下さい。

2. 4 5 

胃 32 0円

野厖 3 3 5 

汗生 90 0 

道野尾 7 1 5 

上森山
① 5 4 5 
R4  2 5 

山槌 I 83 0 

協生

痙成

共栄

中居谷

白石

｀ 影地
広

久

四

木

平

8 6 5 

7 7 O 

1.2 

゜1. 7 0 0 
8 6 0 

7 0 0 

1.3 6 0 

5 9 0 

2 9 5 

1,0 1 0 

大屋敷l竺44 0円
森` 35 0 

肱栄

大和

中野

小藪

下鹿野川

上

京港

嗅の山

見の越

月の厖

下敷水

水

上敷水

/I 

（団体扱い）

4 8 0 

9 6 5 

1. 7 

1. 9 8 5 

1、34 5 ゚

1.6 1 0 

1 0 5 

l 1 5 

1 0 8' 

5 1 0 

6 1 O 

0

0

5

0

 

0

9

4

2

 

0

4

7

2
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①
R
 

額

市

瓜

諮

小

中

津

侭林組合

農協

町

合計

金額

2 9、50 0円

1 7, O 8 0円

3,4 0円

3. 7 0 0円

5 1.6 2 0円

金額

6 8 0円

6 0 

5 1 5 

6 5 0 

7 1 5 

4 6 5 

6 1 0 

8 9 0 

7 4 0 

1 9 0 

1.1 3 5 

8,500 

1、7O 0 

8,360 

51.588 

緑
の
羽
根
募
金
事
務
局

松

岡

男

昭

和

四

十

五

運

動

の

羽

根

募

金

を

行

し

た

。

町

民

の

皆

様

に

関

絃

体

特

別

ら

ご

を

い

た

だ

を

申

し

上

げ

花

す

。

な

お

芦

の

と

、

収

支

決

算

の

ご

昭

和

五

日

十

日

の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
衣
、

い
た
し
花
す
。

し
て
、
さ
蛮

落
長
及

緑
ひ
羽

の
お
礼
と
収
支
決
算
の

（
 

農
業
協
同
組
合
を
通
じ
て
、

お
礼 の



肱川土場木材相場表 乾しいたけ相場表

昭和46年 5月8日市

長さ未口経す蓉ひの衣花つその他

4.0 m I 7 c而下 5 8 5 8 松パルフ材

8 上 55 5 6 1.5 tnf">J 2.1 m 
12111481 99 
I 6 11 I 4 8 I 8 7 I 3 5 

未口 6C7n上

4. 2 m 30rf 6 4 1 2 6互立 円銭

3.o m I 1 下 45 4 5 雑バルフ財
¥ I 8 上 4 1 I 4 o 
1 3 11 I 5 8 I 9 5 I, 

1.5m~2、lm 

3. 2 m 1 6” 67 7, ・ 宋口 6噂上□] 7 下 19 19 ー・円銭
¥ I 8上 1 5 1 7 校箱材
I 6 11 I 2 7 I 3 1 I. 2 5 2. 1 m 

z. 1 m I 3 o I 3 g I 4 2 I 3 1 
1.om 丁 2上 1 1 1 8 ． 夫口 14C町上
6. o m 1 3 68 可ゴ―at 円～ 円

6 ‘ 足 'lmに付 ＾ 

木表は 肱川町内の自動車七場の価格です
故に渾笥や市場手薮料など差引いたものですo

0 tオ当り）

県森連しいたけ共販売所匠於ける相場

1. 入札の月日 昭和46年 5月6日

2. 価格

高値呑信 3.9 3 0円（秋子）

” ”（春子）

II 

中値香信 2, 7 9 2円

安値香信 1. 5 5 0円

3. 概要

セロ系

大葉ウス

中肉系

ドンコ系

ニエノくしノ

ジャミ

3.3 0 0円中心

:1.600~3900円

2. 6 0 0,.._, 2. 8 0 0円

2.4 0 0,_ 3、10 0円

2. 2 0 0,__, 2, 4 0 0円

1.500-1900円

次回市 5月27日R6月7日です

5日前位に出荷して下さい。
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給校学分」月
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（し，

Z
、̂-な

，

粉

由

う

1

＿
茸

ぅ
に

〗
／
□

4
9
7
[
[
8
/

そみ

腐豆
げぁ

詞
油
+
|
 

るな
ぅ
匠二

〗□焼ゆみ

ン

刀

-
5

疇
氾
二
言

＠
ー
の
＠
—
①

パ

献

ホ

ュ

ぷ

日
曜
日

16

水

1
7
木

1
8
金

2

月

22

火
＿
2
3

一

―

三
□
口ト・

•• 

『

-

-
〗
二
ロ
戸

＿

牛

粉

癌

厚

ち

叉

粉

一

豚

扮

赤の食品
たんばく質 ‘ 

血なる

卵脱脂粉乳

豆腐かまぼこ

肱川町学校給食センター

あずき

脱脂粉乳

91巻／凶肛らこ1定
うフルーツサ

二
口

スバが、1ティ 油

こん匠ゃ（

さと2
じゃがら[--T承肉
咋土ー嶋忍←<
油さとう・ 9 9 

~’• 

でんぷん

油

うどん

じゃがいも
マヨネーズ

鶏ひき肉油ぁ

げてんふら

にんじんごばう

キャペッ

グリンピース

旦じ
キャペッ

ワルーツ臼玉」小麦粉 白玉粉
ソーセーメDヵ油
水ら砂f
24 いそ煮 にんにく油

，，ミナナ スバゲッティ

さとう
じゃがいも

油
た

ン

ノ

も

煮

つ

レ

ダ

＿

忍

ン

い

ろ

ち

汁
ー

ま

.‘
 

！
た

；

祖

も

ガ

た
フ
ラ
一
う
ノ

の

ず

サ

-

エ

[

ゃ

右

玉

ぺ

き

鯨

あ

チ

き

ジ

じ

の

白

あ

か

木＿

25

金

28

月

29

火

30

水

ぎ

り
ね
ぅ

ね
ん

ーロ
_

-‘‘、

卵

乳

卵

ら

こ

ク

ズ

粉

ぶ

ぼ

―

-

―

じ

脂

肉

ん

充

一

モ

チ

あ

脱

鶏

て

か

ス

粉

厚あげ

赤の介品

たんばく質
IIllや肉吋翫なる

牛肉

脱脂粉乳
粉チーズ

スモークミート

脱脂粉乳
豚肉粉チーズ

豚肉粉チーズ
スモークミート卵
闘旨網うずら豆

豚肉ちくわ

みどりの食品

かいぶんビタミン
体の調子をよくする

にんじんた主なぎ

スィートコーン
レーズングリンピース

爬んじんたまねぎ

□：□［一
にんじん，， たまね
わかめ ', 1 

うどん

じゃがいも 油

さとう

白玉もち

さとう

スモークミート

脱脂粉乳

瘍肉油あげ

てんぷら

鯨の元ったあ

げスモークミー
卜粉チーズ

逼油釘

てんぷら
かまぽこ

豚鳩ひ苔肉
ちくわ

きな粉卵

かまぼこ

み刀火パインもも

三色寒天 チエリー
レーズン

ひじきにんじし
グリンピース
，，サザ ‘ 

厄切たまねぎ

キャペツ きゅうり
み7J沃

干しいたけ

匠んじん
キャベッ

にんじん たまねき

グりンピース

忙んじんねぎ
キャペッ

◎
保
育
所
R
小
中
学
生
は
学
校
へ
，
，
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

已=-＝ロ

注

射

料

金

一

回

分

百

五

十

円

昨
年
注
射
を
し
た
人
は
今
年
一
回
で
す
み
主
す
。

今
年
は
じ
め
て
の
人
は
二
回
注
射
で
す
。

9

日
本
脳
炎
予
防
注
射
．
を
七
月
の
は
じ
め
忙
行
な
い

注
す
の
で
、
希
望
者
は
五
月
中
に
部
落
長
を
通
じ
て

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
の
と
り
主
と
め
匠
つ
い
て
は
、
用
紙
等

を
渡
し
て
部
落
長
さ
ん
の
方
へ
お
願
い
し
て
お
含
ま

す

。

↑

「日

脳
炎
予
防
狂
射
」

希
望
者
は
必
ず
申
込
み
を

四
り
一
四
日

四
月
二
宜
日

四
月
二
七
日

四四
月月

~. 

—+ 
日日

四
月
一
八
日

四
月
一
九
日

四
月
一
五
日

四
月

六
日

四

月

五

日

観
光
協
会
総
会

観
光
み
や
げ
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

役
場
会
議
室
(
+
時
＼
一
時
）

米
生
産
調
整
推
進
協
議
会

役
場
会
議
室
（
一
時

S
四
時
）

県
譲
選
部
落
連
絡
員
会

役

場

会

議

室

（

八

時

半

＼

）

南
海
テ
レ
ピ
撮
影
の
た
め
来
町

公
園
鹿
野
川
湖
(
+
時

S
三
時
半
）

第
七
十
三
回
議
会
隙
時
会
＇

役
場
会
議
室
(
+
時
＼
十
一
一
時
）

町
議
選
告
示

定
例
部
落
長
会
及
び
選
挙
関
係
部
落
i

連
絡
委
員
会

役

場

会

講

室

（

八

時

半

＼

）

衛

生

出

展

相

談

苑

野

尾

部

落

―

交
通
事
故

0
の

日

―

肱

川

交

通

安

全

協

会

役

員

会

一

下
鹿
野
川
集
会
所

真
向
法
体
操
指
導
会

役
場
会
議
室
(
+
時
＼
十
二
時
）
一

町

議

会

議

員

選

挙

投

票

日

―

第

二

十

三

且

肱

川

町

遺

族

総

会

一

肱
川
中
学
校
(
+
時
＼
三
時
）

i

四

月

の

で

き

ご

と



「
薬
剤
名
」
ア
ク
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ド
乳
剤
。

苗
代
枷
種
後
一

0
ー
一
六
日
目
項
（
水
稲
の
二
葉
展
開
時

期
項
）
に
雑
車
体
が
か
く
れ
る
程
度
の
深
水
で
一
メ
ー
ト

苗
代
の
新
し
い
除
草
剤

〇
イ
モ
チ
病
に
は
キ
ョ
ジ
ン

P
粉
剤
等
を
朝
露
が
乾
い
て

か
ら
、
ア
ー
ル
当
り
幽

O
O
グ
ラ
ム
の
割
合
で
散
布
す
る

と
よ
い
。

0
シ
マ
ハ
ガ
レ
病
は
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
に
よ
っ
て
媒
介
さ

れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
防
除
に
は
、
~

苗

代

時

代

か

ら

防

除

し

な

け

れ

は

な

ら

な

い

。

[

六
月
上
旬
項
か
ら
本
田
植
つ
け
迄
に
一
週
間
忙
一
回
く
ら
~

い
の
割
合
で
バ
ッ
サ
ナ
ッ
ク
粉
剤
を
散
布
す
る
の
が
有
効
~

で
あ
る
。

◎しあわせを未来につなぐ 1,0 0 0万円保障

4 6年度共済推進目標

［保障新契 ］
 
円万

゜゚゚
05 
5
 

農緊期を日前に控え各位に於かれましては何かと

御多忙の畢と存じます。

共済串業忙つ含ましては組合員の深い御理解を載

巻疇は目標達成が出来ました串を心から御礼申

上げ祖すっ今年は又，新に愛媛県目標70 0億，

肱川農協自主目標新契 5億の目標で推進計画をた

てております。

な忙ぶん毎年の推進で御無理を申上げる訳ですが

全組合員の「しあわせ」の為めに農協兵済を艮＜

ど理解載き尊い生命や財産を守り老後の生活資笠

として「農協共済」ご加入を宣敷くお願い申上げ

ます。

苗
代
の
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

苗
代
の
管
理
に
つ
い
て

s
 

り

4 6. 5.2 0 

組合員になぜ共済が必要か・・・・。

①生命，財産の保障のための農協共済

①備蓄の為めの農協共済

ビ）信用拡大のための農協共済

色） 生活設計のための農協共済

の すす

6
 
月 集配予定

---.L._L. 
／ヽ／ヽノヽノ‘

月月月月

+++ 
五八一凶
日日日日

金笠笠金

大
谷
ォ
ャ
プ

宇
和
川
＇

中

津

予

子

林
谷
口

正

油

配

達

予

定

日

日

六六六六六六六六六六六
月月月月月月月月月月月

ニニニニ
+++++++-
九六四二七五二〇八三一
日日日日日日日日日日日

火土木火木火土木火木火

月大大宇宇月谷大宇宇月
ノ谷谷和和ノロ谷和和野
尾 川川尾 川川
オ 北南ォ 北南オ

; ;尋;.

農
作
築
を
能
率
よ
く
す
る
た
め
匠
は
、
仕
串
の
段
取
り

苗
代
期
間
中
に
丑
田
の
色
が
あ
せ
て
黄
色
匠
な
る
場
合
が
や
計
画
を
も
っ
こ
と
が
大
切
て
す
が
健
康
体
で
あ
る
こ
と
．

あ

る

。

が

大

畢

て

す

。

こ
れ
ら
の
掠
困
は
根
が
な
ん
ら
か
の
障
害
で
腐
っ
て
肥
料
健
康
体
で
あ
る
人
は
昼
元
気
、
夜
よ
く
眠
り
、
食
串
が
お

が

不

足

し

て

い

る

場

合

で

あ

る

。

い

し

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

o

.

前
者
の
場
合
は
掠
困
忙
よ
っ
て
対
策
は
異
な
る
が
r

応
急
元
気
で
な
け
れ
ば
仕
串
の
能
率
は
上
り
ま
せ
ん
。
体
力
を

処
搬
と
し
て
水
を
洛
し
、
根
に
十
分
酸
素
を
与
ヌ
て
や
る
若
々
し
く
保
っ
た
め
の
努
力
を
し
て
み
注
し
ょ
う
。

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

．

〇

農

艮

で

体

を

働

か

す

か

ら

、

た

る

た

け

歩

か

な

い

で

後
者
の
肥
科
不
足
の
場
合
は
本
田
植
つ
け
の
五
日
前
項
に
と
思
う
人
か
い
古
す
。
年
は
足
か
ら
老
け
ま
す
。
た
ま
に

坪
当
り
二
〇
グ
ラ
ム
の
伽
安
を
一
五
リ
ッ
ト
ル
の
水
忙
と
．
手
を
ふ
っ
て
歩
く
事
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
生
産
な
の
で
す
。

か
し
、
玉
田
代
の
水
を
落
し
て
夕
方
尻
ジ
ョ
ロ
で
散
布
す
る
〇
ね
こ
背
は
第
二
の
大
罪

と

田

植

後

発

根

が

多

く

活

危

が

よ

い

。

内

臓

を

圧

迫

し

て

健

康

忙

悪

い

ば

か

り

か

年

よ

り

ふ

け

て

i

こ
れ
以
則
に
廂
肥
す
る
と
、
根
が
伸
ひ
す
ぎ
て
由
が
か
り
み
え
、
こ
れ
は
大
損
、
胸
を
張
れ
ば
ね
こ
背
は
追
放
で
き

に

く

く

な

る

か

ら

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

；

「

す

。

．

0

テ
レ
ピ
の
見
過
ぎ
も
罪
~

食
串
の
時
は
テ
レ
ピ
を
見
な
い
、
疲
れ
た
ら
寝
る
こ
と
、
[

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
で
も
見
す
き
た
ら
寝
る
[

間
忙
、
か
け
足
で
足
ふ
み
を
百
皿
程
展
し
主
し
ょ
う
。

i

．

組

合

員

の

み

な

さ

ん

ヘ

5月号からさ

五
月
の
健
康
管
理

[
ル

l
-
。
五
メ
ー
ト
ル
間
か
く
で
踏
み
切
り
溝
え
散
布
す

／
る
。
処
理
後
囮
｝
五
日
間
は
継
水
す
る
。

散
布
量
は
ア
ー
ル
当
り
二

0
0
0
0
を
原
液
ま
た
は
五

l
.

．
一
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
忙
稀
釈
し
て
散
布
す
る
。

（
ヒ
エ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
等
に
有
効
）

処
理
時
期
が
早
い
と
葉
色
が
褐
変
す
る
こ
と
が
あ
る
。

らに読みやすく充実する

お め

わ
た
し
た
ち
の
葬
ら
し
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
、
い
っ
そ
う
の

]
厳
し
さ
を
加
ズ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
忙
あ
っ
て
、
農
業
協
同
組
合
で
は
認
合
三
か
年

計
画
を
た
て
み
な
さ
ん
の
生
活
と
営
農
の
向
上
を
図
る
努
力
を

．
日
夜
つ
つ
け
て
芸
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
生
活
と
営
農
の
向
上
を
凶
り
、
豊
か
な
生
活
を
築

く
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
に
も
い
る
い
る
と
考
文
‘
研
究
し
て
い

i

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

．
そ
こ
で
農
励
で
は
、
み
な
さ
ん
の
器
ら
し
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

『
家
の
光
』
を
毎
月
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
る
の

＂
で
す
。

＇
と
く
忙
、
『
象
の
光
』

5
月
号
か
ら
は
、
つ
苔
の
よ
う
な
内
容

の
充
実
改
菩
を
図
っ
て
よ
届
け
し
注
す
。

は
）
農
産
物
を
有
利
に
販
売
す
る
た
め
の
生
産
技
術
や
、
経
営
の

実
例
紹
介
忙
重
点
を
古
い
て
編
集
し
ま
す
。

0
『
営
農
教
室
』
を
、
よ
か
あ
さ
ん
方
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら

う
よ
う
図
解
を
_
に
掲
載
し
ま
す
。

あ
な
た
の
、
明
る
い
生
活
を
築
く
た
め
、
ぜ
ひ
『
家
の
光
』
を

」
継
続
し
て
ご
愛
翫
く
だ
さ
る
よ
う
苓
す
す
め
し
ま
す
。

卿

□読
も

A9 

活

か

そ

う

広

ぬ

よ

う

肱
川
農
業
協
同
組
合
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茄子の9漬物を色二二］

きれいな茄子色で，茄子の演物を
食卓に出したいのは当然ですね。

きれいな色に漬かった上に味もよ

いのでずからたまりません。

これには樽や桶のタガの不用なも

のか，垣に使う升をよく洗1A1 5 

~20センチくらいの長さに切っ

たものを，何本か演物の中に突込

んで置くだけで，見畢に出き上り

ます。

BHC代替農薬

補助について

昨年から農作物には BHO等

規制農薬は一•'切使用出来なく
なりました。畜産物も農薬残

貿が確認されました全国競

馬協会と県家畜保健誅では．

家畜の飼料に使はれる稲にこ

れ等農薬使用をしないよう皆さ

んに協力を願て来ました BH0の

＼
 

管繰入

ゃ上

名、？%)

＇図3

’̀ V 
べ 1、'．．，、＇、＇が：・:・
',,.か'¥• 9.，. ’’’’’・ •お•.;,

f `,’’'J ．〖雫｀
図で

9 ,：・咎； ・ト • 9 , • 

み：ら叫し、
'..  ",,、 r g. 

＇、; •• :ゞt'.
.'， 9. 

,＇ 
• 9 

、,• 
.．，  

察杯予算の便違名l}門釈

公笑奉誉：

3．咋ク底円

（ぅ1.2%)

代替としてデイプテレックスを使

用して頂きましたが薬価の差額補

助として配農家を除く農家を対象

に一反当り全国競馬協会補助88・

円県補助8円80銭が皆さんの貯

金口座に振込んでありますお確め

下さい。

鵬＿一月推進品目 ー三
只今県下の農協では夏ふとんの一

斉推進を婦人部の協力で進めてお

ります現品見本を婦人部役員さん

まで送ています大変お買徳品であ

りますので是非共同賭入でお願い

申上げます。‘
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昭和妊鑓農林予算の規捩
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6年産米穀の政府買入れ価格算定

（玄米15 0キロ当たり）

1. 基準価格

,2． 9砂軟質3等裸価格

20, 936円十19 1円ー46円ー22 6円ー 20, 

（基準価格） （は？ （繋i)（累り
畠il

3. うるち 1~4等平均包装込み生産者手取り予定価格

20,855円ー 10 8円十46円十23 9円＋27 3円＝ 21, 

（涙繹 3艇し歩とま 郎 （鑓）

—) （i悶 （り山 （螂』綬-)← 

2 0, 

， 

昭和 4
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2

3

4

5
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6 年産沐等級別政府買い入れ価格
（単位15 0キロ当たり円）

うち良質米奨励金

7 5 0 

5 5 0 

3 5 0 

買い入れ価格

22,405  

2'1, 805  
2 1, 2 0 5 

2 0, 4 5 5 

9 3 6円

8 5 5円

！ ・' 
r 

305円

56 27うゲう？ヤ 4/42 43 4 ぷ必・

， 

琶ぷ2

亡コ窟林予葬

戸彗未予癖

弘 3?

農杯疇Iご占める衰予病

苅 3?49 4/42 43 44ぷ必
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家
畜
飼
料
は
合
理
化
配
送
の
た
め
に
三
ヶ
月
と
と
に
予
約
と
受
け
て
其

の
月
の
五
日
前
後
に
皆
さ
ん
の
所
え
配
達
し
て
お
り
ま
す
只
今
七
月
か

ら
九
月
ま
で
の
予
約
を
取
て
お
り
ま
す
が
特
に
こ
の
期
間
は
品
い
た
み

の
来
安
い
時
期
で
あ
り
ま
す
か
ら
在
庫
を
出
来
る
限
り
少
く
し
た
い
と

思
い
夜
す
の
で
ま
だ
申
込
さ
れ
て
な
い
方
は
す
ぐ
連
絡
を
し
て
頂
き
た

S
o
 

忙
が
し
い
農
索
期
に
入
て
参
り
ま
し
た
色
々
と
作
業
計
画
を
考
え
準
備

さ
れ
て
お
る
と
思
い
荏
す
農
繁
期
を
元
気
に
頑
張
る
た
め
に
台
所
の
計

画
も
合
せ
て
考
え
加
工
品
等
貿
置
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
果
樹
酒
の

時
期
が
来
ま
し
た
梅
酒
用
焼
酎
、
田
植
酒
の
予
約
受
注
を
致
し
て
お
り

ま
す
取
り
ま
と
め
が
出
来
次
第
配
達
を
し
て
回
り
ま
す
の
で
早
日
に
申

込
頂
き
ま
す
。
よ
る
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

家
畜
飼
料
三
ヶ
月
予
約
に
つ
い
て

代ー烈
5

湘，＇

1 g, 2 0 5 ・ 


